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箱根駅伝を中心に
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　1980年代以降、テレビ中継技術の発達ととも
に国内での駅伝人気は増す傾向にある。中でも、
人気の高い毎年1月2日と3日の両日にかけて行わ
れる東京箱根間往復大学駅伝競走(通称｢箱根駅
伝｣)や、元日に行われる｢全日本実業団駅伝｣
(ニューイヤー駅伝)が正月の催事として定着して
いる。
　その影響もあって、名前を売り込む、もしくは
企業の宣伝のために陸上部(駅伝部)の強化に乗り
出す大学・企 業も多い。大学では種々の問題点を
生み出している。
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駅伝とは
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駅伝という言葉自体は、日本書紀に掲載されて
いる大化の改新の詔の第2条に、駅馬・伝馬の
制度を設置する旨の定めが見られるぐらい古い
ものである。この制度は、古代以来の中国の各
王朝で設けられた駅制度を元にしたもので、 
首都と地方の間の道路網に30里(約16km)毎に
置かれた中継所のことを｢駅｣(宿駅)といい、こ
こに宿泊施設や人、馬を配置していた。こうし
た制度は、後々に引き継がれ江戸時代に整備さ
れた五街道制度にも生かされている。
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　飛脚が、駅毎におり、駅から隣の駅までを
走り(時には早馬を使うこともあった)、そこ
で次の飛脚にバトンタッチすることで、当時
としては脅威のスピードで伝書などを渡して
いたのである。
　公儀の飛脚である継飛脚(つぎびきゃく)
は、書状・荷物を入れた｢御状箱｣を担ぎ、二
人一組で宿駅ごとに引き継ぎながら運んだ。
急を要する場合、江戸―京都間なら片道70
時間ほどで運行できたと考えられている。
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初めての駅伝
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1917年(大正6年4月27日)、東京奠都50周年を記念
して、読売新聞が主催する｢東海道五十三次駅伝徒歩
競走｣が開催された。京都・三条大橋を午後2時にス
タート。愛知県第一中学(現・愛知県立旭丘高等学校)
で固めた西軍と東京高等師範学校(現筑波大学)中心の
東軍が争い、京都から東京までの23区間、約508km
を走り抜き、東軍のアンカー金栗四三がゴール地点で
ある東京上野・不忍池の博覧会正面玄関へ到着したの
は翌々日・29日の午前11時34分であったという。こ
の競走のスタート地点である京都・三条大橋のたもと
と、ゴール地点である東京・上野不忍池の東岸には
「駅伝発祥の地」の碑が立っている。
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関西組は名古屋の愛知第一中学が中心。中
学2年から5年までの生徒が大半で、あと
は卒業、職員たちが名を連ね、15歳の生
徒から52歳の校長までが 走った。中学生
と高校・大学生の争い。最終成績では関東
組が１時間24分ほど先んじた。この駅伝
が評判となり、3年後の1920(大正９)年、
第１回東京箱根間往復大学駅伝競走の開催
へと繋がってゆく。
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　次の絵葉書は、駅伝の名称ではないが偶然
にも同じ1917年の奈良五條高等女学校(現県
立五條高等学校)の金剛山登山４哩リレー競
技会のスタート風景。
　女子生徒の出で立ちが着物で，履いている
ものが草鞋とすさまじくこれで山道を16km
リレーするのは大変だ。
　手にしているのが襷でもバトンの筒でもな
く円形のリングで競技の歴史を知るにもよい
資料だ。
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1917年
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箱根駅伝の誕生
（東京箱根間往復大学駅伝競走）
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金栗四三(かなぐり しそう、1891年-1983年)は、日
本のマラソン選手、師範学校教師、熊本県初代教育委
員長である。箱根駅伝の開催に尽力し、日本に高地ト
レーニングを導入するなど日本マラソン界の発展に大
きく寄与し、日本での｢マラソンの父｣と称される。
オリンピックにおける記録 
•第5回　ストックホルム大会（1912年） 
　　　　　最下位(54年8ヶ月6日5時間32分20秒3)
•第7回　アントワープ大会（1920年） 
　　　　　16位(2時間48分45秒4)
•第8回　パリ大会（1924） - 途中棄権
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プラカードを持っているのが金栗
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　1967年3月、スウェーデンの オリンピック委
員会から、ストックホルムオリンピック開催55
周年を記念する式典に招待される。ストックホル
ムオリンピックでは棄権の意思がオリンピック委
員会に伝わっておらず、｢競技中に失踪し行方不
明｣として扱われていた。記念式典の開催に当
たって当時の記録を調べていたオリンピック委員
会がこれに気付き、金栗を記念式典でゴールさせ
ることにしたのである。招待を受けた金栗はス
トックホルムへ赴き、競技場をゆっくりと走っ
て、場内に用意されたゴールテープを切った。
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　この時、｢日本の金栗、ただいまゴールイ
ン。タイム、54年と8ヶ月6日5時間32分
20秒3、これをもって第５回ストックホル
ムオリン ピック大会の全日程を終了しま
す｣とアナウンスされた。
　金栗はゴール後のスピーチで「長い道の
りでした。この間に孫が５人できました」
とコメントした。
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54年8ヶ月6日5時間32分20秒3
でのマラソンゴール
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　金栗はオリンピックでの悔しさと、 世界に通用す
るランナーを育成したいとの思いがあった。それには
大会が必要だろうと考えていた。
　箱根駅伝が始まる前年の1919年に金栗をはじめ、
東京高師教授の野口源三郎と第1回大会に走ることに
なる明治大学の沢田栄一の三人の陸上関係者で、何か
大きなことをやってやろうという話が持ち上がった。 
当時、アメリカ大陸を横断した人はアメリカ人でもい
ない。日本の学生だけでリレーチームをつくってアメ
リカ大陸を横断して、世界をびっくりさせてやろうと
いう途方もない計画を立てて、その代表選手を選考す
る予選会として、箱根駅伝が考えられた。
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　アメリカ横断レースは諸事情によって中止となっ
たが、｢東海道駅伝｣の成功に意を強くした金栗ら
は、大学や師範学校、専門学校に箱根駅伝創設の意
義を説いて参加を呼びかけ、早大、慶大、明大、東
京高師（現筑波大）の四校が応じた。第1回大会が
｢四大校駅伝競走｣の名称で行われたのは、こうした
事情による。
　1920年２月14日午後1時に有楽町の報知新聞前を
スタート(学生のための大会ということで、午前中は
勉強時間に充てるとして、午後1時から行われた)。1
位の明治が闇夜の中を箱根町青年団が灯す松明を頼
りに箱根に着いたのは、8時半を過ぎていた。
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箱根駅伝小史
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第１回～第10回

13年9月24日火曜日



13年9月24日火曜日



13年9月24日火曜日



13年9月24日火曜日



1943年(昭和18年)：戦時中により従来の東京-箱根間
大学駅伝に代わり靖国神社-箱根神社間往復関東学徒鍛
錬継走大会を第22回大会として実施。
1944年(昭和19年)：戦況激化により再び箱根駅伝は
以後3年間中断。
1947年(昭和22年)：駅伝大会を復活し、第23回大会
として開催。神奈川師範学校が初出場。読売新聞社が
共催に入るが「学生の大会を私企業が催すことは好ま
しくない」とのGHQからの指導があり、後援となる。
1953年(昭和28年)：NHKラジオによる放送開始。
1987年(昭和52年)：NTVにより完全TV中継開始。
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1956年から現在の1月２･３日開催
1987年からTV完全中継実施

関東学生陸上競技連盟が主催
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　1988年(第64回)の復路の中継で選手が箱根登山鉄道の
踏切を渡る前に遮断機が下り始め、移動中継車が踏切の
手前で立ち往生する間に選手が遮断機を潜り抜け、後か
ら移動中継車がなかなか追いつけなかったというハプニ
ングがあった。当時は駅伝の状況に関わらず、鉄道の運
行を優先するルールとなっていた。こうした選手たちの
遮断機の潜り抜けが危険なことから、箱根登山鉄道は
2000年ごろより電車とランナーが交錯しそうなときは、
電車を踏み切り近くで止め、ランナーを優先している。
　蒲田の踏切では、京急が運行時間を調整していた。

鉄道会社の協力
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京急線蒲田の踏切

箱根登山鉄道は止まる
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応援風景
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第13回 第23回

第29回

第27回
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第64回
第34回
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スタート風景
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ゴール風景
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第16回

第23回

第33回
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伴走車
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1949年第25回

1937年第18回 軍用サイドカー

1954年第30回
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1959年(昭和34年)第35回大会頃
運営管理車(伴走用)に
ジープが使用される

第49回から自衛隊ジープ
自衛隊は演習として実施

第35回

第54回
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1980年代から交通事情が悪化し、警察庁の
指導もあって平成元年(1989)年第65回大会
から伴走車が禁止。
　その後は各チームの監督、コーチが3台の
｢監察車｣に分乗する形式に変更。しかし、
途中棄権などのアクシデントが相次いだこ
とから、2003年第79回大会から１チーム
に１台の車の随行が再び認められ、選手の
体調急変に対応するシステムとなった。
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　2003年まで三菱自動車が運営車両を提供。　
　2004年から2010年まではホンダが運営車両
を提供。燃料電池自動車の公道走行試験の為、
同社のFCXおよび後継車種のFCXクラリティが
先導車・大会本部車に起用された。但しホンダ
はトラック・バスを製造していない為、同時期
に、トヨタも報道カメラ車としてハイブリッ
ド・ディーゼルトラックを提供。
　2011年からトヨタが運営車両全て(全車両ハ
イブリッドカー)を提供しており、両社のハイブ
リッドカーPR競争激化にも繋がっている。
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各大学の襷を掛けている
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テレビ放送
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　1986年秋の首相官邸(中曽根康弘)での
｢スポーツ関係者との交流会｣で順天堂大
学の沢木啓祐さんが、来年箱根がTVで完
全放送される、と嬉しそうに話してくれ
た。選手には、｢襷を渡した後に倒れ込む
な｣と伝えそうである。
TVはドラマを見せる
のか、ドラマに仕立
てているのか？

13年9月24日火曜日



　従来はテレビ東京によるゴールのみの放送
だったのが、1987年から日本テレビによる
全国ネットでの完全生中継が始まった。
　それ以降、大学側の宣伝・PR的な側面が
見え始め、結果的に勝負至上主義的な駅伝競
走となっていった。その結果、色々な弊害を
見せ始めた。
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　まずPRの目的で、ユニフォームを変更す
る大学が出てきた。戦前から出場している伝
統校は、胸にアルファベット1文字などのユ
ニフォー ムが多い(早稲田大学の｢W｣、中央
大学の｢C｣など)。しかし、新興大学は頭文
字ではアピール出来ないために大学名を漢字
で記載するケースが多くなった。また、テレ
ビによる中継開始後に初出場を果たした大学
は、色合いが派手なユニフォームを着用する
傾向に。
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　もともと山岳部の地理的条件などから箱根
駅伝の中継は不可能と思われており、他に
も、長時間の中継ではたして視聴者が番組を
観るのか、たかが関東の大会でスポンサーが
付くのか、など多数の難題を抱えながらも番
組成立にこぎつけた。
　当放送の後枠は14時10分キックオフの高
校サッカーであり、こちらもファンの多い番
組であるため、放送時間の延長はこれまで行
われていない。
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　1987年1月2･３日は総放送時間7時間50分、移
動中継車３台含む中継車16台、中継ポイント34カ
所、ヘリ２機、クレーンカメラ９台、カメラ61台な
ど。アナウンサー計11人。スタッフは制作200名、
技術410名。視聴率は常時20％前後。翌年から完
全中継となり、毎年25％前後を稼ぐ人気番組に。
　企画し、担当した坂田ディレクターは｢TVが箱根
を変えてはいけない｣という観点で中継した。しか
し、民放故か、スポーツのウェットな部分やドラマ
性を強調することで、TV中継によって結果として箱
根が変わりつつあるというのが現状。
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今はヘリで運搬
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この年に登場
した山梨学院
大学の漫画家
高橋しん

箱根駅伝は全員が
ゴールテープをきれる

13年9月24日火曜日



13年9月24日火曜日



　TV中継で場所を伝える際は基本的に地名や公共施設
しか紹介しないが、例外として「小涌園」 がある。こ
れは前述の完全生中継に伴う、中継拠点設置の際に日
本テレビが中継スタッフの宿泊予約を箱根の各旅館に
打診したが、打診が前年の6月なのにも関わらず、宿泊
日が年末年始という事もあり、満室で断られた。しか
し、小涌園から「宴会場なら貸せる」との申し出があ
り、日本テレビ側もその条件で同意し た。宴会場なの
で、布団や食事は自前ではあったが、
暖房と温泉は利用できた。その為、
感謝の意味を込めた名残で現在でも
必ず番組内で紹介されている。
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　実況中継で用いる出場校紹介の際の冠とし
ては、概ね以下のような基準の傾向がある。 
●　伝統校：
　　第二次世界大戦前から出場している大学
●　名門校：
　　総合優勝を果たしたことのある大学
●　古　豪：
　　片道だけでも優勝したことのある大学
●　常連校：30回以上出場している大学
●　新鋭校：出場回数30回以下の大学
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　1987年(第63回)の初放送が成功に終わっ
たことで他テレビ局の中でも焦りと同時に賞
賛の声が上がり、駅伝中継への機運が高まっ
た。特にTBSは、その翌年
(1988年)から毎年1月1日に
行われる全日本実業団対抗
駅伝競走大会(ニューイヤー
駅伝)の完全生放送を開始す
ることとなった。
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2008年(第84回)には中継地点53カ所、テレ
ビカメラ83台、移動中継車3台、オートバイ
中継車2台、固定中継車13台、ヘリコプター
3機、実況とサブアナウンサー20名、スタッ
フ総勢950名という日本のテレビ局における
スポーツ中継としては最大規模の体制で行っ
ている。
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箱根駅伝の経済効果
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出場する大学にもたらす効果
　2009年に優勝した東洋大学では、志望者数は前年よ
り1万人増えて6万9000人。10年は4000人増の7万
3000人が受験。受験料だけで1億4000万～3億5000
万円も増えた計算になる。
　優勝した大学の広告効果は60億円という試算もあ
り、大学の生き残り、ブランド戦略において、とても
大きな役割を担っている。
　試験の出願締め切りの直前という最高のタイミング
で、往復11時間に渡って学校名が連呼されるため、宣
伝効果は絶大。
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企業と箱根駅伝の関係性
　平均視聴率は20～30％というお化け番組にな
り、サッポロビールのスポンサー料は10億円を下
らないと言われる。
　ミズノが特別協賛または協賛を行い、お金と物
品提供を行っている。1千万単位とされていて、
テレビスポット料を加えると金額負担は大きい。
　箱根地区のホテルは、早々に満室になり、ある
ホテルではレースが終わった直後に翌年のお正月
分が満室になる。
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選手の経済効果
　監督たちは有望な高校生の獲得合戦を繰り広げている。
　高校時代、5000ｍを14分台で走れば、間違いなく関東
の大学から勧誘される。選手側の｢売り手市場｣。大学側と
しては授業料、寮費、あるいは栄養費など様々な経済的な
優遇案を選手たちに提示し、勧誘合戦を行っている。
　全額免除なのか？それとも一部免除か、奨学金の形で給
付するのか？
　一般的に、知名度の高い大学は経済的なメリットをあま
り提示しない。一方、平成に入ってから強化に取り組むよ
うになった新興勢力の大学は、経済的な優遇を前面に出し
て選手を勧誘しているようだ。
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箱根駅伝フィーバー？
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10月中旬の土曜日に陸上自衛隊立川駐屯地→
立川市街地→国営昭和記念公園の全長20㎞の
コースで行われる予選会は『★SAPPOROス
ポーツスペシャル箱根駅伝予選会』として、本
選同様にサッポロビールが筆頭スポンサーと
なって放送される。
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予選会中継
日テレG+では9 :15 - 
12:00に生放送される。
日本テレビでは当日午
後に90分枠でダイジェ
スト版が放送される。
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読売新聞も
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箱根町の駅伝関連物:町興し？
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箱根駅伝往路優勝杯
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出場資格
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１）競技者の所属校が関東学連加盟校で競技者は当該年度
　　の登録を完了していること(内規第4条)。
２）所属する加盟校が関東学連から処分を受けていないこ
　　と(内規第5条)。
３）本人が関東学連の資格審査委員会によって処分を受け
　　ていないこと(内規第6条)。
４）出場申込回数が4回(予選会のみ出場の場合も回数に含
　　む)を越えないこと(内規第7条)。
箱根駅伝にはシード校と予選会を通過した大学の計19校
と、このほかに関東学連選抜チームの出場が認められてい
る(内規第12条)。

競技者は次の参加資格を満たしている必要がある
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～31回(1955年):参加希望校の内、関東学連が承認したすべて
のチーム　→多くても15チームだった
第32回(1956年):出場校15チームとし、出場全チームを当該同
年度秋季の予選会にて選考
～第45回(1957～1969年):以下の2種類の方法で選んだ計15
チーム
☆前年度の総合順位10位までのシード校
★他の出場校は秋季に行われる予選会の上位5チーム
第40回(1964年)の記念大会:15校のほかに特例として関西(立命
館大学)と九州(福岡大学)から各１校を招待
～第78回(2002年):シード校を９校、予選会から６校。
第79回(2003年)～:学連選抜を含めて20校。シード校は10校。
　ただし第50，60，70回記念大会は20校。

参加チーム数
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　本競技会で10位までに入った大学はシード校として次
回の本競技会出場権を取得する(内規第13条1項)。つま
り、前回の本競技会で総合10位以内に入賞していれば、
本競技会出場権を取得し予選会は免除される(シード権、
予選免除権)。 なお、シード校の参加は希望制である
が、不参加チームはいまだ発生していない。
　関東学連選抜チームが10位以内に入った場合は、シー
ド校は9校となり次回の予選会では10校を選抜する(内規
第13条2項)。なお、この場合は次年度の出雲全日本大学
選抜駅伝競走への推薦校も9校となる(内規第13条2項)。

シード校
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　20kmのコースを各校12名の走者が走って行われる。予
選会では本競技会の出場校の数からシード校を除いた残り
の出場校数を、まず、タイムにより６校選び(前回の本競技
会において関東学連選抜チームが10位以内に入った場合に
は7校選び)、残り3校はその年の関東インカレの成績に基
づくポイント制との併用により選ぶ(内規第13条2項)。駅
伝だけではなく陸上競技部全体としての取組が成績に影響
する仕組みである。
　具体的には各校上位10人の合計タイムにより、まず上位
６校が予選通過となり、残り３校については関東学生陸上
競技対校選手権大会の成績に基づくポイント(インカレポイ
ント)による減算タイムを併用して順位を決定する。

予選会

13年9月24日火曜日



　その年の1月から予選会申込期日前日までの公認
記録で、10000m:34分00秒00か5000m:16分30
秒00のどちらかもしくは両方を突破した選手を、補
欠も含めて10人以上揃えなければならない。
　予選会に出るということは、本大会の約２か月半
前に一度チームや個人としての体調やコンディショ
ンのピークを持ってくる必要がある。そのため、
チームとして、年間を通しての調整面で予選突破が
不要なシード校に比べてより多くの課題に取り組ま
なくてはいけない。∴シード権争いが熾烈なのだ

予選会への出場資格
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熾烈なシード権争い
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アクシデント
ブレーキ・棄権

第63回 第58回
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途中棄権
　回数　（年）　大学名区間
第25回（1949）神奈川師範（現・横浜国大）３区
第34回（1958）横浜市大９区
第52回（1976）青学大10区
第71回（1995）順大10区
第72回（1996）山梨学院大４区、神奈川大４区
第77回（2001）東海大２区
第78回（2002）法大２区
第84回（2008）順大５区、大東大９区、東海大10区
第85回（2009）城西大８区
第89回（2013）城西大５区、中央大５区
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　20校×10名＝200名の出場選手が各々20Ｋｍ前後走る。だ
から、毎年１人位棄権者が出てもおかしくない。しかし、 90
回ほどの歴史の中、棄権は14例で約0.1％程度。ところが、
その半数はここ10年に集中。高速化が影響か？
　棄権する状況は悲惨で、選手が夢遊病者のようになってし
まい、監督が制止することが多い。
　これをテレビはクローズアップで放送する。だから余計に
印象に残るのでは。他の駅伝、マラソンでは殆ど、限界を感
じた選手自身が自主的に止める。自分だけではなく大学関係
者全てに迷惑がかかるため、責任感を感じた選手は限界を超
えて頑張ってしまうからでは。
　また、マスコミは殊更美談のように、翌年以降も繰り返し
繰り返し放映する。たとえ異変を感じても選手は自主的には
止まらない。
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順大の元監督沢木啓祐談
「棄権の多くは”アキレス腱痛”、”疲労骨折”等であり、
過度な練習が原因である」→脱水もある
　箱根に出たい→練習過多→肉体にダメージを持ったま
ま出場→異変を感じても頑張りすぎ→故障発生＝棄権
　箱根で故障せずとも、卒業後故障に泣かされて実力を
発揮出来ない箱根のスーパースターが近年実に多い。
　男子マラソンの近年の不振は箱根駅伝で(肉体的、精
神的に)燃え尽きる選手が多いからとの指摘もある。
夏の高校野球優勝投手は大成しないジンクスに通じるも
の有り。→箱根駅伝燃え尽き症候群
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「駅伝がマラソンをダメにした」の著者である
生島淳は「箱根は甲子園になってしまったのだ
な、と思う」と書いている。一区間が20km以
上ある。山を登って降りる。ブレーキもあるし
トラブルも多い。学生はたすきをつなぐとぐっ
たり倒れ込む。分かっているが胸が熱くなる。
学生スポーツはだから良い。でもこれは甲子園
のイメージそのものではないか。
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箱根駅伝の弊害
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　テレビの全国生中継開始とともに登場してきた山梨学院大学
は、出場3年目にしてアフリカ人留学生の選手を呼び入れた。主催
者側の判断により箱根駅伝を外国人選手が走ることができるよう
になり、その圧倒的な走りで新風を巻き起こした。
　1980年代後半からレース全体のスピードアップが進んだことに
も、留学生の登場が大きく影響している。第82回(2006年)から
は、｢内規｣第9条を変更し、16名のエントリー時点では2人まで登
録可能だが、実際に本番で走ることができるのは1人に限ると決め
られた。また、2005年秋の予選会では、エントリーは2人、出場
は1人となっている。2006年以降本番で留学生を2名エントリー
したのは山梨学院大学(第85回 2009年)、日本大学(第86回 2010
年)、拓殖大学(第87回 2011年・第88回 2012年)。いずれも、実
際に本番で走ったのは1名のみで、もう1名は補欠選手となった。

留学生
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　大学経営策の一環として、箱根駅伝にPR効果を期
待する大学が増えている。そのため｢陸上競技部｣と称
しながら実際には長距離部門を中心に運営している大
学や、挙句の果てには｢駅伝部｣を称する大学も見られ
る。予選会に出場する大学の中には予選会に全力を傾
けるため、インカレへの出場に消極的になりがちな大
学もある。予選会の成績に関東インカレのポイントを
導入した背景には、上記の｢駅伝偏重｣対策が大きく影
響している。主催者側も箱根駅伝を｢世界に通じる陸
上競技者の育成｣としており、その原点に立ち返る意
味で導入した。

駅伝偏重とインカレポイント
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　関東学連側は、見直し論については当初の予定ど
おり検討。第84回(2008年)の予選会よりポイント方
式が変更されたものの廃止には否定的な見方を示して
いる。
　インカレポイントについては、第86回(2010年)終
了時から廃止・継続又は新制度の導入などの議論を重
ねた結果、2012年6月6日に行われた関東学連代表委
員総会において、第89回(2013年)は現行どおり実
施、第90回(2014年)は不採用。第91回(2015年)以
降は、廃止・継続のいずれの可能性も残し、継続して
検討を重ねることが決まった。

インカレポイント
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駅伝重視によるトラック軽視傾向もある
そのため

現代マラソンの高速化について行けない

最後に
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横浜市立大学と箱根駅伝
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出場したことあるか？
横浜市立大学60年史にも記載無し
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　出場･･･6回、最高順位･･･総合13位(往11位/復13位)
　　過去に出場した国公立大学
筑波大：62回出場　優勝1回(第1回大会)、
　　　　　　　　　 最後に出場した大会･･･第70回大会(第20位)
横国大；10回出場、最後に出場した大会･･･第32回大会(第15位)
東学大：８回出場、最後に出場した大会･･･第37回大会(第13位)
防衛大：２回出場、最後に出場した大会･･･第39回大会(第15位)
東京大：１回出場、最後に出場した大会･･･第60回大会(第17位)
埼玉大：１回出場、最後に出場した大会･･･第35回大会(第14位)
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横浜市立大学の箱根駅伝出場履歴
1954年(第30回大会)：14位・14時間18分06秒。
優勝：早稲田12時間21分10秒、神大11位、横国13位。　
1955年(第31回大会)：13位・13時間51分00秒。
優勝：中大12時間08分40秒、神大11位、横国14位。
1956年(第32回大会)：13位・13時間35分36秒。
優勝：中大12時間04分49秒、神大12位、横国15位。
1957年(第33回大会)：13位・13時間54分08秒。
優勝：日大12時間14分04秒、神大15位。
1958年(第34回大会)：第9区のランナーが倒れ棄権。
優勝：日大12時間02分17秒、神大14位。
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昭和38年(1963年)11月9日21時40分頃に日本国有鉄道･東
海道本線鶴見駅 - 新子安駅間の滝坂不動踏切(神奈川県横浜
市鶴見区)付近で発生した列車脱線多重衝突事故。この事故
で、第４代学長三枝博音が死去。学内が沈痛な空気に。
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久々の箱根駅伝出場という明るいニュース。
1964年(第40回大会)：17大学中17位(記念大会
で立命館･福岡大が参加)。13時間04分11秒。
優勝：中大11時間33分34秒。神大・横国参加
できず。
これを最後に、横浜市立大学は箱根駅伝から名
前を消す。
筑波大学の前身である東京教育大学などと共に
国公立として参戦してきたその意義は大きい。
しかも横市大には教育学部や体育学部は無い。
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箱根駅伝フィーバーで
本戦に名前が出なくなった大学

慶應義塾大学
筑波大学
立教大学
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